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漢字の読み書きにつまずきのある児童生徒への
指導・支援 Ⅰ

図１ 漢字を書く過程

想

起

文字の音が識別できる

文字の形が識別できる

意味を理解している

平仮名，片仮名は，どうにか読み書きがで

きるようになったものの，漢字の読み書きに

つまずく児童生徒がいる。読み書きをしたが

らなかったり，毎日繰り返し練習しているに

もかかわらず，習得することが難しかったり

などの状況がみられる。

これらの状況は，本人の努力不足というよ

りも，認知の偏りがあるために，漢字の読み

書きにつまずいている場合が多い。

そこで本稿では，漢字の書きにつまずいて

いる児童生徒に焦点を絞って，つまずきの要

因を踏まえた指導・支援の在り方について述

べる。

１ 漢字の書きのつまずき

(1) 漢字を書くための過程

漢字を書く

ためには, 図

１のように頭

の中で書く文

字を想起しなければならない。そのため

には，文字の音が識別できること，形の

識別ができること，意味を理解している

ことが必要になる。そして，最終的に想

起した文字を書く動作が必要になる。こ

書

く

動

作

漢字の
書きの
つまずき

漢字の書き
のみの
つまずき

漢字の
読み書きの
つまずき

視覚認知
視覚的記憶の

困難

聴覚認知
聴覚的記憶
の困難

の図１の過程のいずれかに困難があると，

書きのつまずきとなって表れる。

(2) 漢字の書きのつまずきの要因

漢字の書きのつまずきには，漢字の書

きのみのつまずきと，読むことができな

いために，書くこ

とができない読み

書きのつまずきが

考えられる（図

２）。

書くためには，視覚認知と視覚的記憶

（形をとらえたり，形を記憶したりする

こと）が関係していると考えられている。

また，文字と音を結び付ける聴覚認知

と聴覚的記憶（音を聞き分けたり，言葉

としてとらえたり，言葉を記憶したりす

ること）が関係する。漢字を書くために

は，音と文字を結び付けることが必要で

あり，聴覚認知と聴覚的記憶に困難があ

れば，漢字を読むことも書くことも難し

くなる。

２ 漢字の書きについての実態把握

漢字の書きにつまずきのある児童生徒の

実態を把握するためには，平仮名のつまず

図２ 漢字の書きのつま
ずき
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きの実態（特に特殊音節の 表１ 漢字の実態把握表

読み書きができているかど

うか），漢字テストや漢字

ノート，日記などを基に表

１の項目について把握し，

間違いの傾向をとらえるこ

とが大切である。特徴的な

共通する誤りを見つけるこ

とにより，つまずきの要因

を把握することが可能とな

り，それを基に，指導・支

援を考えることができる。

実態把握表（表１）のつ

まずきの要因に基づく，指導について述べる。

よく使われている熟語のもう一方の漢字を書いてしまう。(2)

意味的に関連のある漢字と書き誤る。(3)

こだわり自分流の筆順で書く(9)

乱雑な文字を書く(8)

形の識別困難，運動・
動作の困難，不注意

マスの中に字が入らない(7)

音の識別困難，形の識
別困難，運動・動作の
困難

書くのに時間がかかる。(6)

意味の理解不足（意味
に基づいて漢字を決め
ることができない）

音の同じ漢字と書き誤る。(5)

形の識別困難（形をと
らえたり，形として記
憶することができない

形を上手にとれない。形態的に似た漢字を書き誤る。

・ 偏と旁の位置がずれる。

・ 上下，左右が入れ替わる。

・ 線が１本多い，少ない。

・ 画数が多い漢字は，文字が大きくなったり，書けなかったりする。

(4)

音の識別困難（音を聞
き分けたり，言葉とし
てとらえたり，音とし
て記憶したりするがで
きない）

特殊音節の入った単語を聞いて書くことができない。

「きゅうしょく」「きゅうきゅうしゃ」「きって」など(1)

つまずきの要因チェック項 目

（担→単，夢→無）

衣一右羽雨円王音下火花回貝角
学気休弓牛玉金力空月犬見言戸
五交口向校考行左皿三山四子止
糸字耳七車手舟十出女小上心森
人水正生青石赤先千川早草走足
村多大男竹中虫町天田土刀豆二
日入年白麦八皮百父文母本万名
毛木目矢夕羊来立力林六

（小池他「LD児のためのひらがな・漢字支援」より）

３ 漢字の書きの指導

(1) 音の識別困難に対する指導

聴覚認知や聴覚的記憶の困難が考えら

れる児童生徒には，視覚認知，視覚的記

憶を利用して視覚的イメージを生かした

指導が有効である。この指導は，通常の

学級での指導にも活用できる。

小学校１年生の漢字80字には，部首と

なる漢字が多数含まれているため基礎的

な形の漢字を，まず覚え，それを組み合

わせることで，多くの漢字を書くことが

できるようになる。

また小池ら(2003）

は，図３のように

１年生で学習する

漢字を中心に109

文字の漢字を基礎的漢字として選んでい

る。漢字の習得ができにくい児童生徒に

は，これを優先して教えるようにする。

図３ 基礎的漢字

漢字は，いくつかの偏や旁からなって

おり，図３の基礎的漢字や既習の漢字，

仮名，図形に分解することができる。分

解した部品をカードに書き，それを組み

立てて漢字を構成する学習が考えられる。

また，このように多くの漢字は，二つ

以上の部分で組み

立てられているた

め，図４のような

基本的な形を覚え

ると他の漢字も覚

えやすくなる（例：冠のつく漢字を集め

る。「花，節，空」など）

(2) 形の識別困難に対する指導

視覚認知や視覚的記憶の困難が考えら

れる児童生徒には，聴覚認知，聴覚的記

憶を利用した指導が有効である。

次の指導は，通常の学級での指導の場

面でも生かすことができる。

偏 左に位置

旁 右に位置

冠 上部に位置

脚 下部に位置

構 全体を包むように位置

垂 上部から下部に垂れ
下がるように位置

繞 左に位置

図４ 漢字の組立
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＜聴覚認知や聴覚的記憶を生かした指導＞

○ 誤りやすい部分を書く際に，直線やは

らい，点などを「すー」 ,「さっ」 ,「て

ん」など擬音的な言葉を使って指導する。

○ 基本的な形を唱えて（例：「潮」は，

「さんずいに，よこたて日をかき，十書

いて，最後に月書き，潮みちる」）指導

する。

○ 位置関係を言葉で表現し(例：「絹」

は，左に「糸」，右の上にひらたい「口」，

その下にまっすぐ「月」を書く）指導する。

○ 漢字の一画一画に名前（例：「－」は

「横棒」，「｜」は「縦棒」）をつけさ

せ，書く際に，それを唱えながら漢字を

書かせる。家庭で，学校での唱え方と同

じように練習させ，書けたことを称賛し，

意欲を高めることが大切である。

＜視覚認知や視覚的記憶を高める指導＞

弱い視覚認知や視覚的記憶を向上させる

ためには，段階的な個別指導が必要である。

その際，点つなぎや方

眼紙に書かれた線を位

置関係を見ながら写す

作業(図５)やパズル，

間違い探し（図６）が

有効である。

このような指導は，

通常の学級での一斉指

導の中で実施すること

は難しい。放課後に短時間の個別指導の時

間を確保したり，家庭と連携を図ったりし

ながら取り組むことが考えられる。

(3) 意味の理解不足に対する指導

高機能自閉症の児童生徒の場合，文字

１ 仲間はずれをさがそう

Ｂ ３

Ｂ
Ｂ Ｂ

Ｂ

図５ 位置関係課題

図６ 間違い探し課題

の音や形は識別できるものの，意味や使

い方に困難を示す場合が多く見られる。

その要因は，漢字とその意味を関係づけ

ることができないことが考えられること

から，図７のようなプリントを準備し，

意味的文脈の中で

漢字をとらえさせ

る学習が有効であ

る。

プリントは，日

常生活にかかわる簡単な内容の文から，

コミュニケーションに関連したもの，自

分の感情や人の気持ちを理解するものな

ど，個々の理解の実態に応じたものを準

備することが大切である。通常の学級の

一斉指導の中で取り入れることもできる

が，個別指導の場で，時間をかけて取り

組むことが必要な場合もある。学校で習

熟させた後，家庭での課題として取り組

ませることが大切であ

る。

また，図８のように

漢字の形のもつ意味

に着目して，漢字の

形と意味を理解させる(例：「洗」は，

体を洗う時は，足の先から順に水に入れ

て流すことから ，洗う・きれいにする

意味）方法もある。

(4) 運動・動作の困難に対する指導

不器用さや巧緻性に課題が考えられる

ため，文字を形にすることが困難であっ

たり，正確に書けなかったりする場合は，

体を動かしたり，手指の巧緻性を高める

指導（ペグ差し，ねじ回し，折り紙等）

図８ 絵で意味を表

した指導
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をしたりすることが有効である。この指

導は，遊びや個別指導の中に取り入れる。

以下は，通常の学級で指導する際のポ

イントである。

○ 筆圧の弱さが見られる場合は，握り

やすい太さや濃い鉛筆を使用させる。

○ マスの中に漢字が収まらない場合，

マス目の大きいノートを使用させたり，

毛筆など，体全体で文字を書く練習を

させたりする。

○ 「間違い漢字探し（横線が１本多い

漢字，偏が異なる漢字を入れる）」な

どゲームの要素を取り入れる。

また，眼球運動に困難があると，漢字

を書くのに時間がかかる場合があるため，

眼球運動に取り組むことも有効である

（指導資料特別支援教育150号参考）。

(5) 自分流の筆順で書く場合の指導

児童生徒が自分流の筆順で書く場合は，

筆順を記憶することの困難が要因として

考えられる。現在，自分なりの筆順で書

いているものについては，形が整ってい

れば本人の書き順を尊重しながら，新し

く学習する漢字の筆順は指導する。

その際，視覚的記憶力が強い場合は，

一画一画を色別に示したり，透明なシー

トに一画ずつ書いておき，筆順どおりに

重ねていったりする方法などが考えられ

る。一方，聴覚的記憶力が強い場合は，

漢字を(2)のように唱えさせながら書く

ようにする。

(6) 不注意がある場合の指導・支援

不注意がある場合は，誤りに決まった

傾向がなく，様々なパターンで書き誤る

ことが考えられる。そのような場合は，

注意を集中できるような学習環境を整え，

課題の量や時間を調整する必要がある。

４ 漢字の指導の際の配慮事項

漢字の書きが苦手な児童生徒にとって，

自己肯定感を下げる体験を重ねることは，

望ましいことではない。

そこで，指導の際は，以下のようなこと

に配慮する必要がある。

○ 本人とも相談しながら，課題の量や質

を調整する。

○ 電子辞書やパソコン等の代替機器を利

用し，模擬的な書く体験を増やし，将来

の生活に結び付けやすくする。

○ 漢字学習への意欲を高めるために，自

信がつく評価も必要である。その際，常

用漢字表の字体についての解説では，方

向やはね，とめに関する例として許容範

囲を示しているので，そのことも参考に

する。

以上，漢字の書きが苦手な児童生徒への指

導について述べてきた。各学校においては，

これらの取組を参考に漢字の書きが苦手な児

童生徒が楽しく漢字を学ぶことができるよう

に取り組んでいただきたい。
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